


2024年 四旬節エコカレンダー　「ご復活までの砂時計」
※LD〇〇は『ラウダーテ・デウム』の段落番号です。

日 月 火 水 木 金 土

2月14日 2月15日 2月16日 2月17日
わたしたちとともに歩んで
くださるイエス様の優しさ
を思い起こし、私たちがと
もに暮らす家である地球
のために何ができるのか
考えてみよう。

人間関係の互いのケアは
地球へのケアにつながり
ます。家庭でも世界中で
も弱い立場の人たちに気
候変動の影響が及ぶこと
を頭に入れて行動しよう。

地球の気温が2℃上昇す
ればグリーンランドの氷冠
と南極大陸の氷の大部分
がとけて膨大な影響がす
べての人に及びます。それ
を想像して行動しよう。

地球温暖化は人為的なこ
とで生じています。地域共
同体でこれを理解し、皆
で回心した上で地球温
暖化の課題に立ち向かお
う。

灰の水曜日　LD 1,2 LD 3,4 LD 5 LD 6,7

2月18日 2月19日 2月20日 2月21日 2月22日 2月23日 2月24日
神は貧しい人を正義に導
き、へりくだる人にその道
を教えられる。

気候変動に「自分は関係
ない」ではなく「自分も関
係ある」ということを今日
は強く意識しよう.

わたしたちが地球環境に
クリーンなエネルギー源
開発に関心を持つと同時
に、政治家や企業家の
人々にも意識をしてもらえ
るよう努力しよう。

マウナロア観測所によれ
ば1850年から今日まで
地球気温は1.1℃上昇、
実際に極地には大きな影
響が出ています。気温上
昇を減らすために、自分
たちの行動を振り返ろう。

過去200年間、自然に対
する野放図な人間の活動
で温暖化が起きていま
す。苦しんでいるホッキョ
クグマなど自然界のこと
を思って自分たちにでき
ることをしよう。

海洋の温度上昇や酸性
化、大陸の氷床の現象を
元にもどすには何百年も
かかります。自然環境や
多くの生物が未来への旅
路の仲間でいられなくな
らないようにしよう。

広い展望を持って気候変
動を考えるとき、大陸や
海、河川など今のつなが
りを思い出すだけではな
く、後世に残る社会に責
任をもって過ごそう。

四旬節第1主日 LD 8,9 LD 10 LD 11,12 LD 13,14 LD 15,16 LD17,18

2月25日 2月26日 2月27日 2月28日 2月29日 3月1日 3月2日
わたしは神の前を歩む、
神に生きる人々の中で。
神が与えてくださったすべ
ての恵みに、わたしはどの
ようにこたえようか。

人間のいのちは他の生き
物のいのちや自然環境な
どすべてとつながっていま
す。誰も独りでは救われま
せん。

人間が発展させてきた科
学技術を、技術至上主義
から一歩引いて倫理的に
正しく使えるように考え直
してみよう。

リチウムなどの天然資源
は無限に存在するわけで
はないので資源を好き勝
手にはできません。存在
するすべては、いとおしむ
べき贈り物です。

技術主義パラダイム（科
学技術至上的な考え方）
によって見えなくなってい
る健全な考えを取り戻そ
う。

私たちは自然の一部で
す。私たちは内部から世
界を見ます。今日一日、自
然由来のもので生活をし
てみよう。

健全なエコロジーを持っ
ていて、人間と環境との
相互作用と調和を大切に
してきた先住民族の文化
を今日は調べてみよう。

四旬節第2主日 LD 19 LD 20,21 LD 22,23 LD 24 LD 25,26 LD 27,28

3月3日 3月4日 3月5日 3月6日 3月7日 3月8日 3月9日
六日の間に主は天と地と
海とそこにあるすべてのも
のを造り、七日目に休ま
れたから、主は安息日を
祝福して聖別されたので
ある。

一部の人々が富を占有す
る社会の状況に疑問を持
ち、弱者と環境についても
留意した金銭の使い方を
しよう。

貧しい人々は、「世界に欺
かれている」と思わざるを
得ない生活をしています。
貧しい人々の苦しみをま
ず知って世界を変えてい
こう。

誰もが取り残されない社
会のために「真の意味で
の機会均等を求めていか
なければ功績主義ははた
らかない」ということを考
えてみよう。

善は、愛、正義、連帯と同
じく、一挙に達成されるも
のではありません。

世界（グローバル）の情
勢に関心を向け、そして
地域（ローカル）の特性
を生かした行動をしよう。

人格としての人間を第一
に据え、あらゆる状況を
超えて人間の尊厳を擁護
する。それが気候危機を
考えることにもつながりま
す。

四旬節第3主日 LD 29 LD 30,31 LD 32,33 LD 34,35,36 LD 37,38 LD 39,40



日 月 火 水 木 金 土

3月10日 3月11日 3月12日 3月13日 3月14日 3月15日 3月16日
神が御子を世に遣わされ
たのは、世を裁くためでは
なく、御子によって世が救
われるためである。

震災被災地のために祈ろ
う。そして地球を保護する
ための地球規模のルール
がどうしたら確立できる
か考えよう。

地球規模での一種のより
大規模な「民主化」が、ど
うしても必要。みんなのた
めに地球での民主化を
目指そう！

日々の瞬間一つ一つに感
謝をすることが大事。感
謝の心で自然を見つめて
みよう。

COP21のパリ協定を思
い出し、気候変動の進行
を食い止められるよう、
日々の生活で行動しよう。
例えば、使ってない部屋
の電気は消そう。

世界情勢に関心を向けよ
う！汚染性の少ない代替
エネルギーへの移行が進
展するよう、具体的な目
標を掲げ自分にできるこ
とから始めよう。

国際的な協議も日常生
活も良心と責任感が欠如
することによって苦しむ人
がいることを忘れてはい
けません。

四旬節第4主日 LD  41，42 LD 43 LD 44,45 LD 46,47 LD 48,49 LD 50,51,52

3月17日 3月18日 3月19日 3月20日 3月21日 3月22日 3月23日
救いの喜びをわたしに返
し、あなたのいぶきを送っ
て、喜び仕える心を支えて
ください。

2023年のCOP28の報
告や評価に目を通してみ
よう。気候変動の影響に
さらされている人々のこと
心に留めて今日はフード
ロスをしないようにしよう！

私たちは地球のことを心
配しているようで、実質的
な変化を生み出すための
対策をしていません。勇
気を持って変化を生み出
していこう。

地球環境問題は、その場
しのぎの技術的修復では
なく、「すべてがつながっ
ていること」を意識して技
術を使おう。木を見て森を
見る！

エネルギー転換の枠組み
をこれからの国際政治に
働きかけ、地球が手遅れ
になる前に温暖化ガス排
出を大幅に削減できるよ
う取り組もう。

真鍋淑郎博士のように多
くの学者が気候変動と温
室効果ガスの増加の相関
関係を指示しています。温
暖化で苦しんでいるホッ
キョクグマを救おう。

本物の信仰は、他者への
関わりや環境との関わり
を神様が照らし導いてく
ださること。今ある自然に
感謝し地球を大切にして
生き方を変えていこう！

四旬節第5主日 LD 53,54 LD 55,56 LD 57 LD 58,59 LD 60 LD 61,62

3月24日 3月25日 3月26日 3月27日 3月28日 3月29日 3月30日
主なる神は、弟子としての
舌をわたしに与え
疲れた人を励ますように
言葉を呼び覚ましてくだ
さる。

宇宙はつながっている。
気候変動・気候危機から
目を背けず、絶えず学び、
そして祈ろう。

世界は神をたたえて、無
限の愛を歌っている。その
メロディーに耳を傾け、今
いる環境に改めて感謝し
よう。

心を落ち着かせて、もっと
も小さきもの、あるいは見
えにくくされていることな
ど、宇宙・世界のすみずみ
まで思い巡らせてみよう。

私たち人間が自律的で、
全能で、限界なき存在で
あると思わずに、神様に
委ねる姿勢や謙虚さを大
切にできるよう考えを新
たにしよう。

一つ一つのささやかな行
動によって地球気温の上
昇を0.1℃でも抑えること
ができれば、多くの人の苦
しみをいくばくかは軽減す
ることになるでしょう。

「神をたたえよ」ー『ラウ
ダーテ・デウム』の意味で
す。神に変わる存在に人
間はなれません。謙虚に
今日も過ごそう。

四旬節受難の主日 LD 63,64 LD 65 LD 66,67 LD 68,69 LD 70,71 LD 72,73

3月31日
きょうこそ神が造られた
日、喜び歌え、この日をと
もに。

復活の主日 2023年度 不二聖心女子学院高等学校1年生が教皇フランシスコの『使徒的勧告　ラウダーテ・デウム』の読書会を経て作成しました。
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